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三
議
長
会
の
会
長

は
面
談
先
で
、
多
様

な
人
材
の
議
会
へ
の

参
画
に
つ
な
げ
る
主

な
取
組
と
し
て
▽
女

性
参
画
に
つ
な
げ
る

▽
若
者
参
画
に
つ
な
げ
る
▽

住
民
の
関
心
を
高
め
る
―
の

観
点
か
ら
事
例
を
紹
介
し
た
。

女
性
参
画
に
つ
な
げ
る
取

組
と
し
て
本
会
で
は
、出
産・

子
育
て
等
と
議
員
活
動
の

両
立
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、

令
和
３
年
２
月
に
標
準
市
議

会
会
議
規
則
を
改
正
し
、
欠

席
事
由
と
し
て
既
に
規
定
さ

れ
て
い
る
出
産
に
加
え
、
育

児
、看
護
、介
護
及
び
配
偶
者

の
出
産
補
助
を
具
体
的
な
例

示
と
し
て
明
文
化
。
既
に
９

務
等
を
地
方
自
治
法
で

明
文
化
す
る
こ
と
▽
労

働
法
制
の
見
直
し
な
ど
、

会
社
員
等
が
立
候
補
し

や
す
い
環
境
整
備
を
行

う
こ
と
▽
請
願
・
意
見

書
の
電
子
的
提
出
な
ど
、

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

促
進
す
る
た
め
の
必
要

な
法
改
正
を
行
う
こ
と

―
に
つ
い
て
、早
急
な
実

現
を
要
請
し
た（
2
面
）。

岡
田
直
樹

内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
に

は
、
地
方
創

生
、
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市

国
家
構
想
を

強
力
に
推
進

す
る
た
め
各

種
交
付
金
の

予
算
枠
を
拡

充
す
る
と
と

も
に
、
デ
ジ

タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
に
つ
い
て
は
、

人
的・技
術
的・財
政
的
な
支

援
に
よ
り
有
効
な
取
組
事
例

を
横
展
開
す
る
仕
組
み
の
構

築
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
デ

三
議
長
会
の
会
長
は
、

地
方
議
会
に
つ
い
て
、さ

ら
に
住
民
の
関
心
や
理

解
を
深
め
、
女
性
や
若

者
を
は
じ
め
と
す
る
多

様
な
人
材
の
参
画
に
つ

な
げ
る
た
め
、
第
33
次

地
方
制
度
調
査
会
で

審
議
さ
れ
て
い
る
▽
地

方
公
共
団
体
の
意
思
決

定
を
行
う
地
方
議
会
の

位
置
付
け
、
議
員
の
職

寺田総務大臣（左から2人目）

ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
間
の
デ
ジ

タ
ル
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う

に
、５
G
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
等

の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
や
、

専
門
的
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

育
成
確
保
に
つ
い
て
、
定
量

的
な
目
標
を
定
め
た
計
画
的

な
取
組
を
要
請
し
た
。

割
を
超
え
る
市
議
会
で
会
議

規
則
を
改
正
し
て
い
る
。
本

年
７
月
に
は
、
内
閣
府
男
女

共
同
参
画
局
作
成
の
動
画
教

材
「
政
治
分
野
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
教
材

（
令
和
４
年
４
月
）﹂
も
活
用

し
た
「
市
議
会
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
議
員
研
修
モ
デ
ル
プ
ロ
グ

ラ
ム
﹂を
作
成
。
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
に
よ
り
、
各
市
議
会

の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

若
者
参
画
に
つ
な
げ
る
取

組
で
は
、
北
海
道
の
市
町
村

議
会
議
員
有
志
に
よ
る
来
年

春
の
統
一
地
方
選
挙
に
向
け

た
「
地
方
議
会
議
員
養
成
講

座
﹂
の
開
催
や
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
市
議
会
や
行

政
の
意
義
や
仕
組
み
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
「
子
ど

も
議
会
﹂
の
開
催
な
ど
の
事

例
を
紹
介
。
住
民
の
関
心
を

高
め
る
取
組
と
し
て
、市
政
の

課
題
に
つ
い
て
議
員
と
市
民

で
情
報
や
意
見
の
交
換
を
行

う
議
会
報
告
会
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
の

事
例
を
紹
介
し
た
。

三
議
長
会
の
取
組
と
し
て

は
、「
多
様
な
議
員
で
構
成

さ
れ
た
活
力
あ
る
地
方
議
会

を
目
指
す
全
国
大
会
﹂
を
昨

年
11
月
に
開
催
。
本
年
は
11

月
11
日
に
「
住
民
の
負
託
に

こ
た
え
、
活
力
あ
る
地
方
議

会
を
目
指
す
全
国
大
会
﹂
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

議会位置付け
明文化議員職務会 長

三議長会

清
水
富
雄
会
長
（
横
浜
市
会
議
長
）
ら
三
議
長
会
の
会
長
は
9
月
13
日
、
8
月

10
日
に
発
足
し
た
第
2
次
岸
田
改
造
内
閣
の
寺
田
稔
総
務
大
臣
、
自
民
党
新
役
員

な
ど
に
対
し
て
、
地
方
議
会
が
地
方
公
共
団
体
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
を
明
文

化
す
る
地
方
自
治
法
の
改
正
等
の
実
現
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

▽寺田稔総務大臣▽岡田直樹内
閣府特命担当大臣（地方創生、
デジタル田園都市国家構想担当）
▽萩生田光一自民党政務調査会
長▽遠藤利明自民党総務会長▽
武村展英自民党総務部会長▽石
田真敏自民党総務部会地方議会
の課題に関するＰＴ座長▽金子恭
之衆議院議員（前総務大臣）

地方自治法の改正実現を

要　請　先

女性参画女性参画 若者参画若者参画
住民の関心を高める住民の関心を高める

取
組
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要請事項	 地方議会について、さらに住民の関心や理解を深め、女性や若者をはじめとする多様な人材の参画につな
げるため、第33次地方制度調査会で審議されている以下の事項について、早急に実現をお願いしたい。

１　地方公共団体の意思決定を行う地方議会の位置付け、議員の職務等を地方自治法で明文化すること。
２　労働法制の見直しなど、会社員等が立候補しやすい環境整備を行うこと。
３　請願・意見書の電子的提出など、議会のデジタル化を促進するための必要な法改正を行うこと。

都道府県議会の取組
〇若者と議員との意見交換…半数近くの県で
実施。秋田県等はグループに分かれ意見交換
〇学生議会、子ども議会の開催…半数以上の
県で実施。模擬議会を通じて実際の議会を
体験
市議会の取組
〇北海道の地方議員有志の取組…統一地方
選挙に向けて「地方議会議員養成講座」を
開催
〇子ども議会の開催…84議会で実施、増加傾向
町村議会の取組
〇若者が参加した広報紙の作成…取組例：大
学と連携協力協定を締結し、学生が特集記
事の執筆を担当
〇若者と議員との意見交換…取組例：地域の
高校で学生と議員がテーマを設定したグルー
プワークを実施

若者参画につなげる
女性や若者等多様な人材の議会への参画につなげる主な取組

地方議会が地方公共団体の意思決定を行うことを明文化する
地方自治法の改正等について

三議長会の
取 組

〇多様な議員で構成された活力ある地方議会を目指す全国大会（令和3年11月24日）
多様な住民がさらに地方議員に立候補したいと思える契機とするため、第１部で大会決議を行うとともに、第２部で基調	
講演、パネルディスカッションを実施　※本年は11月11日に開催予定

都道府県議会の取組
〇住民と議員との意見交換…半数以上の県で
実施。長野県等はオンラインでも実施
〇議長記者会見…半数以上の県で実施。定例
会の概要を議長からネット等で配信
市議会の取組
〇議会報告会の開催…225議会で実施、主に
報告・意見交換を行う
〇ＳＮＳを活用した情報発信…388議会で実
施、多様なツールを利用
町村議会の取組
〇政策サポーター制度の導入…取組例：住民
が政策サポーターとして議員と議論し、研究
テーマに関する政策を提言
〇住民と議員との意見交換…取組例：公共施
設等にカフェコーナーを設けて意見交換を実
施し、政策に反映

住民の関心を高める
都道府県議会の取組
〇会議規則等に出産等の取扱いを明示…出産：全
47議会、育児：45議会、産前産後期間：44議会
〇福岡県議会ハラスメント条例…県内市町村
議会を含めた研修の実施、相談体制を整備
市議会の取組
〇会議規則等に出産等の取扱いを明示…出産：
785議会、育児：759議会、産前産後期間：
750議会
〇議長会による議員研修支援…男女共同参画
の研修モデルプログラムをオンデマンド配信
町村議会の取組
〇会議規則等に出産等の取扱いを明示…出
産：825議会、育児：618議会、産前産後期
間：632議会
〇議会における育児時間の付与…取組例：１歳
未満の乳児を育てている議員が本会議中に
育児時間（例：授乳）を議長に請求できるよ
う会議規則を改正

女性参画につなげる

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
＝
清
水
義
朋

福
生
市
議
会
議
長
）
は
10
月

５
日
、
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
を
全
国
都
市
会
館
で

開
催
。
令
和
5
年
度
政
府
予

算
編
成
に
向
け
た
要
望（
案
）

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

清
水
会
長
は
冒
頭
あ
い
さ

つ
で
、
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ

イ
ル
発
射
を
非
難
。
令
和
5

年
度
の
防
衛
省
概
算
要
求
額

が
過
去
最
大
の
５
兆
６
０
０

０
億
円
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

に
触
れ
、基
地・調
整
交
付
金

お
よ
び
基
地
周
辺
対
策
経
費

の
所
要
額
確
保
、
次
期
中
期

防
衛
力
整
備
計
画
へ
の
関
係

市
町
村
の
実
情
お
よ
び
地
域

の
意
見
の
配
慮
な
ど
最
重
点

要
望
事
項
に
つ
い
て
強
く
要

清水基地協会長
（福生市）

理
事
会
に
向
け

理
事
会
に
向
け  

要
望
書
案
を
協
議

要
望
書
案
を
協
議

基
地
協

基
地
協  

正
副
会
長・監
事・相
談
役
会

正
副
会
長・監
事・相
談
役
会

故
安
倍
元
首
相
国
葬
儀

故
安
倍
元
首
相
国
葬
儀

会

長

ら

参

列

会

長

ら

参

列

故
安
倍
晋
三
元
首
相

の
国
葬
議
が
９
月
27

日
、
日
本
武
道

館
で
執
り
行
わ

れ
、
秋
篠
宮
皇

嗣
同
妃
両
殿
下

の
御
臨
席
の
下
、

清
水
富
雄
本
会

会
長
（
横
浜
市

会
議
長
）
を
は

じ
め
60
名
の
市

区
議
会
議
長
が

参
列
し
、
献
花

を
捧
げ
た
。

望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

し
た
。

協
議
で
は
、
基
地
対
策
関

係
施
策
の
充
実
強
化
に
関
す

る
要
望
（
案
）
に
つ
い
て
原

案
通
り
11
月
２
日
開
催
の
第

１
０
４
回
理
事
会
に
提
案
す

る
こ
と
を
了
承
し
た
。

要
望
（
案
）
で
は
、基
地・

調
整
交
付
金
３
７
５
億
４
０

０
０
万
円（
対
前
年
度
同
額
）

お
よ
び
基
地
周
辺
対
策
経
費

（
歳
出
ベ
ー
ス
）１
２
１
８
億

円
（
対
前
年
度
33
億
円
増
）

の
満
額
確
保
、
次
期
中
期
防

へ
の
関
係
市
町
村
の
実
情
お

よ
び
地
域
の
意
見
の
配
慮
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

ほ
か
、
令
和
３
年
度
会
計

決
算
、
第
１
０
４
回
理
事
会

お
よ
び
基
地
関
係
国
会
議

員
と
の
情
報
連
絡
会
の
運
営
、

今
後
の
会
議
・
要
望
活
動
日

程
な
ど
に
つ
い
て
も
協
議
し

た
。

国葬の模様（首相官邸HPより引用）
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令
和
４
年
度
市

町
村
長
及
び
市
町

村
議
会
議
長
総
務

大
臣
表
彰
式
が
10

月
５
日
、
全
国
町

村
会
館
で
開
か
れ
、

本
会
か
ら
清
水
富

雄
会
長
（
横
浜
市

会
議
長
）
が
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
。

表
彰
は
、
市
区

町
村
長
と
し
て
通
算
20
年
以

上
、
地
方
議
会
議
長
と
し
て

通
算
12
年
以
上
在
職
し
、
地

方
自
治
の
発
展
に
功
労
が

武村自民党総務部会長（左から２人目） 萩生田自民党政務調査会長（右から２人目）

金子前総務大臣（右から2人目） 石田自民党総務部会地方議会の課題に関するＰＴ座長（左から２人目）

遠藤自民党総務会長（左から2人目） 岡田内閣府特命担当大臣（左から2人目）

役
員
補
欠
選
任

円谷副会長
（柏市）

副
会
長
市
の
柏
市
で
議
長

交
代
が
あ
り
、
役
員
に
欠
員

が
生
じ
た
た
め
、
本
会
は
役

員
補
欠
選
任
を
書
面
で
実
施

し
た
。

後
任
の
副
会
長
に
は
、
円

谷
憲
人
柏
市
議
会
議
長
が
９

月
14
日
付
で
選
任
さ
れ
た
。

柴田 正敏 全国都道府県議会議長会会長（秋田県議会議長）
清水 富雄 全国市議会議長会会長（横浜市会議長）
南雲 　正 全国町村議会議長会会長（湯沢町議会議長）三議長会会長による要請

9月13日

令和４年度総務大臣表彰式令和４年度総務大臣表彰式
清水会長が来賓祝辞清水会長が来賓祝辞

祝辞を述べる清水会長
（横浜市）

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
が

対
象
と
な
る
。
今
年
度
は
本

会
か
ら
の
受
彰
者
は
い
な

か
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
柘
植
芳
文

総
務
副
大
臣
か
ら
の
式
辞
の

後
、
表
彰
状
並
び
に
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
、
清
水
会
長

ら
来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
た
。 総務大臣表彰式の模様
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市　章

狭山池
（写真提供＝大阪狭山市）

  

議

長

の

話

議

長

の

話

大
阪
狭
山
市

部
会
長
市
紹
介

第７回第７回

山本尚生議長

【
市
の
概
要
】

▽
人
口
　
5
万
８
３
２
２
人

（
令
和
４
年
7
月
31
日
）

▽
面
積
　
11・92
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
６
１
６
年

頃
に
築
造
さ
れ
た
狭
山
池
は
、

現
存
す
る
わ
が
国
最
古
の
人

口
の
た
め
池
と
い
わ
れ
て
い

る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
12

代
続
い
た
狭
山
藩
（
藩
主
北

条
氏
恭
）
は
、
明
治
２
年
に

版
籍
奉
還
を
行
い
、
堺
県
に

編
入
さ
れ
た
。
同
22
年
に
町

村
制
施
行
に
よ
り
狭
山
村
と

三
都
村
と
な
り
、
昭
和
６
年

６
月
に
こ
れ
ら
が
合
併
し
て

狭
山
村
に
な
り
、
昭
和
26
年

４
月
の
町
制
施
行
に
よ
り
狭

山
町
と
な
り
、
昭
和
62
年
10

月
に
市
制
施
行
し
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
全
体
で
「
さ

や
ま
﹂
の
「
さ
﹂
を
あ
ら
わ

し
、
上
の
山
形
を
「
山
﹂
と

し
て
い
る
。
下
の
円
は
、
市

民
が
「
み
ん
な
仲
良
く
﹂
と

い
う
意
味
。
大
鵬
の
羽
ば
た

く
よ
う
に
、
未
来
に
向
か
っ

て
大
き
く
進
ん
で
い
く
市
の

姿
を
表
し
て
い
る
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数
　
15
人
（
現

在・男
性
11
人
、
女
性
３
人
）

▽
前
回
選
挙
　
平
成
31
年
４

月
21
日
。
立
候
補
18
人
。
投

票
率
49・51
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
令
和

５
年
春
に
予
定
の
統
一
地
方

選
挙
か
ら
、
現
在
の
議
員
定

数
15
人
か
ら
１
人
削
減
し
14

人
と
な
る
。
議
員
定
数
が
減

る
こ
と
に
よ
る
弊
害
が
生
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
に
お
い
て

本
市
は
、大
阪
都
市
圏
中
心

部
か
ら
直
線
距
離
で
20
㎞
圏

に
位
置
し
、
通
勤・通
学
な
ど

に
交
通
至
便
な
立
地
に
あ
り

ま
す
。市
内
に
は
国
の
史
跡
で

わ
が
国
最
古
の
ダ
ム
式
た
め

池
の
「
狭
山
池
﹂
が
あ
り
、「
日

本
の
歴
史
公
園
１
０
０
選
﹂に

も
選
ば
れ
て
お
り
、
大
阪
の

桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館
﹂

で
は
狭
山
池
の
土
木
遺
産
を

展
示
し
て
お
り
、歴
史
や
技
術

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

ま
す
。「
水・ひ
と・ま
ち
が
輝

き
　
み
ん
な
の
笑
顔
を
未
来

へ
つ
な
ぐ
ま
ち
～
み
ん
な
で

つ
く
る
　
お
お
さ
か
さ
や
ま

～
﹂に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

常
任
委
員
会
等
の
さ
ら
な
る

活
性
化
を
め
ざ
し
て
取
組
を

進
め
て
い
る
。
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